
 

 

『カクキューの八丁味噌を愛した著名人』 

～ 毛利 教武（もうり のりたけ） ～ 

 

1884 年（明治 17 年）～1963 年（昭和 38 年） 

東京都出身。彫刻家。 

 

1899 年（明治 32 年）高村光雲〔彫刻家・仏師で長男の高村光太郎は彫刻家・

詩人〕に師事したのち、東京美術学校彫刻科に入学しました。 

若くして頭角をあらわし活躍され、日本彫刻界の先達的な作家でした。 

戦災で惜しくも過去の作品のほとんどは消失しましたが、現存の代表作には

「手」「クレオパトラとカルミニヨン」などがあります。 

 

長男は日本画家、次男は彫刻家、三男は建築デザインを手掛ける美術一家とし

て知られています。 

 

1950 年（昭和 25 年）愛知県を中心に第 5 回国民体育大会（現・国民スポーツ

大会）が開催され、岡崎公園（現・岡崎城公園）のコートでは 10 月 28 日～11

月 1 日までバレーボール競技が開催されました。会場にはシンボルとして毛利

教武の「前進」という女神像が建立されました。また同時に「国体協賛 岡崎ま

つり」も開催されました。 

 

当社史料室には昭和時代に毛利教武から当主 17 代早川久右エ門宛にいただい

た年賀状や、毛利教武の名前が掲載された愛知社の展覧会の案内状が残ってい

ます。また、第五回バレーボール大会の広告が掲載された「国体協賛 岡崎まつ

り」のポスターが残されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毛利教武から当主宛に送られた年賀状（昭和 6 年 1 月 1 日） 



 

 

  

愛知社からの展覧会の案内状（昭和 9 年 4 月） 

愛知社からの展覧会の案内状（昭和 13 年 6 月 3 日） 



 

 

 

2025.10.10 

＜国体協賛 岡崎まつりのポスター（昭和 25 年）＞ 

 

「第五回国体バレーボール大会」の広告が掲載されている 

昭和 46 年に開催された第 15 回岡崎市中学校総合体育大会の様子。 

グラウンドの奥に女神像が写っている。 

（2011 年 10 月 28 日発行の『保存版 ふるさと岡崎』より） 


